
個
人
質
問

保
育
・
教
育
施
設
の

こ
ど
も
園
化
に
つ
い
て

問»›　
現
在
、
山
武
市
に
は
、
幼
稚
園
と
保

育
園
が
一
体
と
な
っ
た「
こ
ど
も
園
」が
、成
東・

松
尾
地
域
に
５
園
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、山

武
・
蓮
沼
地
域
に
は
設
置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
そ
の
設
置
さ
れ
て
い
な
い
地
域
の
、保
育
施

設
へ
の
入
園
状
況
を
伺
い
ま
す
。

答»›　
保
健
福
祉
部
長　

山
武
地
域
に
は

私
立
保
育
園
２
園
と
公
立
幼
稚
園
１
園
が
、
蓮

沼
地
域
に
は
私
立
保
育
園
１
園
が
そ
れ
ぞ
れ

あ
り
ま
す
。

　

山
武
地
域
の
私
立
保
育
園
は
、
例
年
、
各
施

設
の
定
員
程
度
の
入
園
者
が
い
ま
す
が
、
公
立

幼
稚
園
で
は
、
定
員
の
７
割
弱
の
入
園
者
数
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

蓮
沼
地
域
の
私
立
保
育
園
は
、
入
園
園
児
数

の
減
少
に
伴
い
、
定
員
を
変
更
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
定
員
の
９
割
強
の
入
園
者
数
と
な
っ

て
い
ま
す
。

問»›　
山
武
地
域
お
よ
び
蓮
沼
地
域
の
こ
ど

も
園
化
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答»›　
市
長　
私
立
の
保
育
園
３
園
と
、
児

童
数
の
動
向
や
運
営
状
況
に
つ
い
て
、
定
期
的

に
話
合
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。
直
近
で
は
、
地

域
の
少
子
化
に
伴
う
今
後
の
園
運
営
に
つ
い

て
、
意
見
交
換
を
行
い
、
施
設
の
こ
ど
も
園
化

に
つ
い
て
、
そ
の
必
要
性
を
共
有
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

市
で
は
、
地
域
の
少
子
化
に
よ
る
入
園
者
の

減
少
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
や
、
園
舎
の
老
朽
化

に
伴
う
維
持
費
の
増
加
な
ど
の
問
題
を
解
消

す
る
た
め
、
２
つ
の
地
域
の
こ
ど
も
園
化
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

問»›　
県
が
策
定
し
た「
第
３
次
千
葉
県
第

二
種
特
定
鳥
獣
管
理
計
画（
イ
ノ
シ
シ
）」に
お

い
て
、本
市
は
拡
大
防
止
地
域
に
指
定
さ
れ
て

い
る
も
の
の
、県
の
指
定
管
理
鳥
獣
捕
獲
等
の

事
業
の
範
囲
に
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
本
市
も
県
の
事
業
区
域
に
含
め
、捕
獲
を
実

施
す
る
よ
う
要
望
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、見

解
を
伺
い
ま
す
。

答»›　
産
業
振
興
部
長　

県
が
策
定
す
る

特
定
鳥
獣
管
理
計
画
に
指
定
さ
れ
た
区
域
は
、

既
存
の
市
町
村
に
よ
る
有
害
鳥
獣
対
策
事
業

に
加
え
、
６
月
か
ら
11
月
中
旬
の
猟
期
前
ま
で

の
期
間
に
お
い
て
、
県
が
委
託
し
た
認
定
事
業

者
が
主
体
と
な
り
、
わ
な
猟
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
、
本
市
を
こ
の
指

定
区
域
に
含
め
て
捕
獲

を
実
施
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
捕
獲
重
点
エ
リ

ア
の
見
直
し
、
拡
充
を
要

望
し
て
い
き
ま
す
。

森
林
整
備
に
つ
い
て

問»›　
近
年
の
台
風
等
の
被
害
に
よ
る
、風

倒
木
対
策
の
進
捗
状
況
を
伺
い
ま
す
。

答»›　
産
業
振
興
部
長　
令
和
元
年
の
台
風

で
受
け
た
森
林
の
被
害
は
、
概
ね
４
０
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
す
。

　

風
倒
木
対
策
と
し
て
、
市
が
行
う
森
林
整
備

事
業
は
、
道
路
等
の
重
要
イ
ン
フ
ラ
施
設
周
辺

の
森
林
を
整
備
す
る「
災
害
に
強
い
森
づ
く
り

事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
事
業
で
は
、
令

和
２
年
度
に
５
・
46
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
令
和
３
年

度
に
５
・
78
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
合
計
11
・
24
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
森
林
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
健
全
な
森
林
再
生
を
目
指
す
こ
と
を

目
的
と
す
る「
サ
ン
ブ
ス
ギ
林
総
合
対
策
事
業
」

で
は
、
令
和
２
年
度
に
４
・
02
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
令

和
３
年
度
に
２
・
94
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
合
計
６
・

96
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
森
林
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

問»›　
こ
れ
ま
で
実
施
し
た
主
な
場
所
と
今

後
の
予
定
地
を
伺
い
ま
す
。

答»›　
産
業
振
興
部
長　
こ
れ
ま
で
実
施
し

た
主
な
場
所
は
、
あ
ら
ら
ぎ
館
付
近
の
市
道
埴

谷
戸
田
線
沿
い
、９
・
65
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す
。

　

今
後
予
定
す
る
候
補
地
の
選
定
に
つ
い
て

は
、
風
倒
木
等
の
被
害
率
等
、
森
林
所
有
者
の

意
向
を
確
認
し
、
千
葉
県
北
部
林
業
事
務
所
と

協
議
し
な
が
ら
、
適
切
な
事
業
箇
所
を
選
定
し

て
い
き
ま
す
。

問»›　
浦
安
市
と
の
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ

ト
の
取
組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答»›　
産
業
振
興
部
長　
千
葉
県
の
仲
介
に

よ
り
、令
和
４
年
３
月
に「
浦
安
市
と
山
武
市
の

連
携
に
よ
る
森
林
整
備
の
実
施
に
係
る
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
の
協
定
の
期
間
は
５
年

間
で
、そ
の
主
な
内
容
は
次
の
２
点
で
す
。

①
本
市
が
行
う
森
林
整
備
費
用
の
一
部
を
浦
安

市
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
代
わ
り
に
、
森
林
整

備
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
二
酸
化
炭
素
吸
収
量
を
、

浦
安
市
で
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
と
相

殺
す
る
。
な
お
、そ
の
相
殺
量
は
、５
年
間
で
約

60
ト
ン
と
想
定
。

②
山
武
市
産
の
木
材
を
利
用
し
た
木
製
品
を
調

達
し
、浦
安
市
に
提
供
す
る
。

問»›　
二
酸
化
炭
素
吸
収
量
の
測
定
方
法
を

伺
い
ま
す
。

答»›　
産
業
振
興
部
長　
千
葉
県
が
創
設
し

た「
美
し
い
ち
ば
の
森
林
づ
く
り
・
森
林
整
備

に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
量
認
証
制
度
」の
算
定
基
準

に
よ
り
、算
定
さ
れ
ま
す
。

　

二
酸
化
炭
素
吸
収
量
は
、
森
林
整
備
を
行
う

面
積
、
樹
種
、
樹
高
お
よ
び
林
齢
等
を
計
算
式

に
当
て
は
め
て
測
定
し
ま
す
が
、
二
酸
化
炭
素

吸
収
量
を
得
る
効
果
が
一
番
大
き
い
も
の
が
、

今
年
度
実
施
さ
れ
る「
間
伐
」と
な
り
ま
す
。
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